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質条件の影響を調べ， Nb を0.03 ，......，0.10mass%添加した 214CrMoVNb鋼は673K の 0.2%耐力を588
MPa以上に高めても，良好な靭性を確保できることを明らかにしているO
最大直径が1500mmの 214CrMoVNb鋼の実用規模ディスクを製作し，機械的試験を行い， 673K 
の耐力は約617MPa であり，かっ，中心部の FATT は268Kであり，良好な靭性を有し， 214CrMoV
-588-
Nb鋼は大型ガスタービン・ディスク材として適切であることを確認している。
第 4 章ではガスタービン燃焼器用の Ni 基耐熱合金を開発するため，機械的および物理的性質を予
測する式を求めて，統計的手法による合金設計法を確立しているO この方法により燃焼器用の最適N












(1) 高低圧一体型蒸気タービンのロータ用材料として 2 ~CrMoV鋼が焼入性，強度および靭性の上
で最適であることを明らかにしているo またガスタービンのディスク用としては 2 ~CrMoV 
Nb鋼が適していることを確認し，両低合金鋼で実用のロータ，ディスクをそれぞれ製作し，実用
に適することを明らかにしているo
(2) ガスタービン燃焼器用の Ni 基合金を統計的手法による合金設計法でNi-22% Cr-8 % Co-
9 % M 0 -3 % W -1 %AI-0.3% T i 合金を選び，実用規模板材により，実用に供しうること
を確認しているO
以上のように新高温耐熱鋼と新N i 基合金を開発し，実用規模材で実用に適していることを確証し
ており，耐熱金属材料工学に寄与するところ大である。よって本論文は博士論文として価値あるもの
と認める。
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